




【営業利益の主な増減要因】
前期と比較し、営業利益は388百万円減少。

主な要因は次の通りです。
・発注ミスや施工ミスによる粗利益率の減少 0.3ポイント減 △169百万円

・システム導入初期段階の混乱による時間外賃金や保守費用等による販管費増加
による利益減少 △209百万円



・戸建住宅事業
売上、・利益ともに前期比微増でありました。

埼玉県八潮市にサッシ組立工場を新設したことなどによりサッシ販売が順調に推移し
住宅サッシの販売を大きく伸ばすことができました。（建材販売）

・大型物件事業

タイル工事においては多額の施工（工事）ミスが発生したことにより利益が減少しまし
た。

住設工事は空調、設備のリニューアル工事を手がける「温調技研」が好調だったことに
より微増となっております。



連結貸借対照表につきましては大きな変化はございませんが、
不要な遊休不動産の土地の売却が実現できました。
それに伴う特別損失を計上しております。



・サイディング／サイディングプレカット

サイディング工事は比較的利益の少ない工事ですが、当社では自社工場内でサイディ
ング材をプレカット、現場では組立作業を中心とすることで効率的な施工が可能となり、
またコーナー役物加工も行うよう設備投資を実施し利益が出るようになってまいりまし
た。職人不足の状況のなか生産性が上がってきたと実感しております。

・木質建材
住宅内のドア、作り付けの棚等が順調に推移してまいりました。

・サッシ

大手サッシメーカーの業績が苦戦している市場環境のなか、当社のサッシ売上高が伸
長したことは市場シェアが増え順調に推移していると実感しております。



・ブランド事業（マリスト／アルティス）

名古屋に営業所を開設し少しづつではありますが伸びてきております。このブランド
事業につきましては高収益事業モデルとして期待しております。

・ＺＥＨ／ゼロエネ／認定住宅

国の定める基準に準拠するためには高い技術力が必要であることを再認識し、改め
て解決策を立案しております。

・新規顧客開拓

継続して行っており、目標金額についても質の高い営業が展開できていると考えてお
ります。



売上高698億円（前期比10.4％）の増収
営業利益18億50百万円（前期比21.3％）の増益

厳しい市場環境の中、営業、施工ともに効率よく、新システムを活用し利益を確保して
いきたいと考えております。



消費増税での需要がどこまで伸びてくるのか不透明な状況。



・2019/9期より関西圏の新規連結会社 「㈱今村」 が追加となります。

・「温調技研㈱」は2018/9期同様、職人不足・施工力低下が業界の中で進んでいること

などが背景にあり、受注の段階から荒利益が高く、高い営業利益率を期待しておりま
す。



継続して重点課題として取り組み、目標を達成できるよう取り組んで参ります。



中期経営計画の最終年度となります。
設定した数値を達成できるよう、グループ一丸となって進んでまいります。



ＺＥＨ／ゼロエネ／認定住宅

今までのノウハウ、新しい商品・施工を武器に国の基準をクリアできる体制を整えて
まいります。

業務効率の向上
新しいシステム、アベルコベトナムを有効活用し営業強化をしてまいります。



質疑応答
質問１

関西圏の会社「㈱今村」をＭ＆Ａにより取得しましたが、将来的な業績に与える影響は
どのように考えているのか教えてほしい。

回答１

関西圏での㈱今村のブランド力を活かし、㈱アベルコ大阪支店と㈱今村とのシナジー
効果により関西圏で100億円を目標としております。

質問２

７－９月の３ヶ月は住宅業界全体は厳しかったと聞いていますが、当社の３ヶ月だけを
見ると好調であったが、要因を教えてほしい。

回答２

職人不足を背景に、元請側での工程管理がしっかりされているため、受注管理、工程
管理、原価管理の着実に行うことが重要で工事が中心の当社の売上は月ごとの変動
が少なく平準化され生産性が上がっていることが要因と思われます。












